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◆　学力向上対策

　　全体的に私語も少なく、落ち着いた学習の雰囲気づくりができている。また、一人学習に・ 主体的に学習に取り組む生徒が増えているが、学力の二極化が見られる。また、学び合い
　　において、自分の考えを積極的に表現することや、結論や根拠を明確に相手に伝えること

に苦手意識をもつ生徒が多い。
　的な知識及び技能の確実な習得は依然として劣っている状況にあり、家庭における学習習慣・ 小中連携で家庭学習の定着を図る取組をしているが、メディアの利用時間が多く、家庭学
　　習の時間が少ない。個人差も大きい。よりよい睡眠を確保されていない生徒もいる。

　　単元と授業の構成を工夫し、特に・ 教科の横断性を意識した単元構想デザインを工夫し、特に、関わり合い（聴き合う・伝え
　　合う）を意図した学習課題や場の工夫と、自らの考えをもち根拠を明らかにするための書
　　り合いを通して、根拠をもって相手に分かるように話す力を育成する場を設定する。く活動の充実を図る。
・ 授業だけでなく様々な関わり合いを通じて、相手に分かりやすく伝える力を育てる場を設

ける。
・ 発言やつぶやきを大切に拾い生徒のアイディアや創意を生かす。
・ 電子黒板等のＩＣＴ機器を活用する。
・ キャリア教育の充実を図るとともに、「家庭学習強調週間」（月１回）を設け、「自発学

習」への意欲付けと継続を促進する。

の意識を高めさせると

一人一人の心と生活に
目を向け、学習や生活
面での基本的態度の習慣

化に努める。 ともに、体力の向上を

の充実を図るなど、徳
を積ませる活動・授業
に努める。

　【対策】

指導の重点化を図りな
がら、基礎的・基本的
な知識及び技能の確実
な定着を図る。
授業と連動した学習課
題を与え、家庭学習の
充実を図る。

ため、定期的に生活習

慣の確立を図る。

朝の会や帰りの会、行 を身に付け、健康の保
慣の見直しを図る。 事等に触れ生徒の成長 持増進につながる望ま

  【現状・課題】

をフィードバックする。 しい生活習慣の形成に
結び付くようにする。

方策

家庭学習ノートやチャ 生徒会を中心に挨拶運 生活委員会を中心に感
レンジノート等、家庭 動等を展開するととも 染症予防を啓発し、自

学年で工夫し、学習習
らの健康管理への意識

する（特別の教科道徳 学級活動を通して、健
学習時間を充実させる や奉仕活動等） 康に対する正しい知識

深く考える機会を重視 を高めるようにする。
学習の課題について各 に、その意義について

アクションプラン

達成
目標

家庭学習が１年生は７０
分、２年生は８０分、３
年生は９０分以上できる
（達成目標８０％）

相手の言動に、心の言葉で
応対することができる（挨
拶、感謝の言葉等）
（達成目標８５％）

手洗い、換気、咳エチ
ケットを実践し、自ら進
んで健康管理に努めるこ
とができる
（達成目標９０％）

促す指導に努める。

重　点　目　標

知 徳 体
授業と家庭学習を大切
にし、学力の向上に励
む

品位ある立ち振る舞いが
でき、徳を積む

自然災害や感染症等へ
の的確な対応を行う

自然災害や感染症等へ
の的確な対応を行い、
危機管理意識を高め、
安全指導の徹底に努め
る。
心身の健康と「食」へ

奉仕的活動や「道徳科」


